






Regionalism, Regional（ist）Parties, and Regional Populists: 













































戦者政党」（new challenger parties: NCPs）研究が挙げられる．彼は，「ニュ ・ー





第 2 章 1 節にて後述．







































































































ラルな地域主義も観察された．（Keating, 1998: 22-3, 27-31）
　なお，以上のような地域主義は，1920 年代までに，不満を持つ地域住民の
国家代表システムへの取り込みか，スペインのように政府の手で公然と抑圧さ


























































































































































































































































































































のだろうか．素直に英語で表記するなら，それぞれ ”regional party”，”local 
party”，そして ”regionalist party” となる．これらの用語に重大な定義の違い
があるのなら，この場で明らかにして今後の検討に反映しなくてはならない． 
　地域主義政党とはどのような政党なのだろうか．マッツォレーニとミュ
ーラーは，地域主義政党について 2 つの特徴を挙げている（Mazzoleni and 

































































































































































































































































（the people），エリート（the elite），そして一般意思（general will）の 3 つ





















































（Populist Ethno-Regionalist Parties）が挙げられている（Hino, 2012: 38）．日
野はこのような政党について，自治（self-government），および文化／言語の
自律性を要求するイデオロギーであると説明し，具体的な事例として LN とベ
























VU）から 2001 年に分裂した右派勢力である 21）．2003 年には 1 議席しか確保で
きなかったものの，キリスト教民主主義政党と選挙連合を組んだ 2007 年を経





























あるとしている（Pauwels, 2014: 42-3）．彼は N-VA が反エスタブリッシュメ
ント的なアピールをしていることを認めつつも，以下の 3 点を指摘している．





















　実際のところ，N-VA は前身政党である VU からの連続性を強調されること
も多い．たとえばベイエンスらは，いくつかの面で N-VA は明確かつ完全に
新しいものの，別の面はその新しさは相対的であり，「後継者政党」（successor 
party） で あ る と 評 価 し た（Beyens, Deschouwer, van Haute, and Verthé, 
2015: 9-10）．曰く，同党は溶解した N-VA から相続した一部の有権者，活動家，
政党組織，政治家，そして財政的資源を頼みとすることで，［政党配置の］図
上に自身を位置づけることができたという．類似の立場をとる津田由美子も，
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　本稿は 2017 年 11 月 20 日に脱稿した．
資料：国政選挙で議席を獲得した西ヨーロッパ地域主義政党の議席／得票率








社会民主労働党 Social Democratic 
and Labour Party
北アイルランド 0.6% 1992 0.61% 1997




Party / Pàrtaidh 
Nàiseanta na h-Alba
スコットランド 8.6% 2015 4.74% 2015

















サルデーニャ 0.3% 1987 0.44% 1987
自治運動 Movimento per 
l'Autonomia






ダオスタ 0.2% 2006/2008 0.09% 2006
北部同盟 Lega Nord イタリア北部 18.6% 1994 10.07%*3 1996
南チロル人民党 Südtiroler 
Volkspartei








ジュネーヴ 0.5% 2011/2015 0.44%*3 2011
ティチーノ同盟 Lega dei Ticinesi ティチーノ 1% 1991/1999 1.4%*3 1991
スペイン
アラゴン会議 Chunta Aragonesista アラゴン 0.3% 2000/2004 1.92% 2014
アラゴン
地域主義党











カタルーニャ 2.6% 2015/2016 2.63% 2016






ガリシア 0.9% 2000 1.34% 2000
集中と同盟 Convergència i Unió カタルーニャ 5.1% 1986/1989 5.07% 1989
人民統一 Herri Batasuna バスク 1.4% 1986 1.15% 1986
バスク国民党 Euzko Alderdi 
Jeltzalea
バスク 2.3% 1977/1982 1.89% 1982
バスク左翼 Euzkadiko Ezkerra バスク 0.6% 1986/1989 0.53% 1986
バスク連帯 Eusko Alkartasuna バスク 0.6% 1989 0.67% 1989
バレンシア連合 Union Valenciana バレンシア 0.6% 1989 0.71% 1989
























フランデレン 22% 2014 20.26% 2014















ブリュッセル 5.1% 1978 5% 1974
リスト・
デデッケル Lijst Dedecker フランデレン 3.3% 2007 4.03% 2007
ワロニー集会 Rassemblement 
Wallon
ワロニー 6.6% 1971 6.7% 1971
出典：以下の文献を基に筆者作成；	 	 	 	 	 	
Dandoy,	R.	（2010）	“Ethono-Regionalist	Parties	in	Europe:	A	Typology”,	Perspective on Federalism,	
2	（2）,	pp.207-214;







*1：	ParlGov の情報を基に「獲得議席数÷総議席数」を行い，小数第 2 位を四捨五入して算出した．
*2：	ParlGov の記載データより．
*3：	一部の年のデータが ParlGov に存在せず，情報が入手できなかった．そのため，正確には最高得票
率ではない可能性がある．	
*4：	民主社会党は，2005 年選挙ではドイツ西部で活動する「選挙オルタナティヴ・労働と社会的公正」
（WASG）と選挙協力体制を組んだ．その際，党名を「左翼党・民主社会主義党」に改め，WASG
や他党派候補者をリストに加えて選挙に臨んでいる．ゆえに，この時点で同党を地域主義政党とし
て類型することができなくなると判断し，2005 年選挙のデータは反映していない．なお，同党はさ
らに 2007 年に党名を「左翼党」に変更した．木戸衛一．（2015）『変容するドイツ政治社会と左翼党
――反貧困・反戦』，耕文社，98-105 頁．
*5：	キリスト教民主フランデレン党と選挙連合を組んでいた 2007 年は対象外とする．
*6：	フラームス・ブロックとフラームス・ベラングは，党名が前者から後者に変わったという以外に大
きな変更点がないため，実質的に同一の政党とみなす．
